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第一部 【企業情報】 

  

第１ 【企業の概況】 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】 

  

  

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第88期第２四半期連結累計期間及び第88期

については１株当たり四半期(当期)純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておらず、

第89期第２四半期連結累計期間については潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

回次 
第88期 

第２四半期 
連結累計期間 

第89期 
第２四半期 
連結累計期間 

第88期 

会計期間 
自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日

自  平成26年４月１日 
至  平成26年９月30日 

自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日

売上高 (百万円) 24,427 34,483 56,408 

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △800 1,201 △1,838 

四半期純利益又は 
四半期(当期)純損失(△) 

(百万円) △2,720 224 △6,149 

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △2,404 3,122 △5,472 

純資産額 (百万円) 111,197 110,723 107,865 

総資産額 (百万円) 120,735 121,124 116,175 

１株当たり四半期純利益金額又
は１株当たり四半期(当期)純損
失金額(△) 

(円) △13.94 1.15 △31.51 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) ― ― ― 

自己資本比率 (％) 92.03 91.33 92.77 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △2,961 4,788 △984 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 336 △1,309 △1,636 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △926 △131 △1,058 

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(百万円) 19,964 23,220 19,844 
 

回次 
第88期 

第２四半期 
連結会計期間 

第89期 
第２四半期 
連結会計期間 

会計期間 
自  平成25年７月１日
至  平成25年９月30日

自  平成26年７月１日 
至  平成26年９月30日 

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △15.65 △5.73 
 

― 2 ―



２ 【事業の内容】 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について重要な変更はありません。 

  また、主要な関係会社についても異動はありません。 
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第２ 【事業の状況】 

  

１ 【事業等のリスク】 

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。 

  なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

文中における将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。 

(1) 経営成績の分析 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済においては、消費税引き上げによる駆け込み需要の反動は残る

ものの徐々に緩和も見られ、政府による各種経済政策を背景に企業収益の改善及び設備投資の増加、さらには雇

用情勢も着実に改善しており、一部には弱さも見られますが緩やかな回復基調は継続しました。 

海外においては、アジア経済では中国の景気拡大テンポに減速感は見られますが、米国経済における個人消

費・設備投資増加傾向等、欧州経済では失業率が高水準ながらも低下傾向及び生産の持ち直し等もあり、全体的

には一部に弱めの動きを見せながらも概ね回復傾向での推移となりました。 

このような状況のもと、当社グループの売上高・損益の大半を占めるニッケル事業の主需要先であるステンレ

ス鋼業界においては、国内外ともに受注状況の改善及び稼働状況は回復基調を着実に辿っており、比較的堅調な

推移となりました。 

このような中、フェロニッケル需要は、内外のステンレス鋼業界の回復基調等を受けて底堅く推移しました。 

一方、フェロニッケル製品の主原料であるニッケル鉱石の調達において、インドネシア未加工鉱石禁輸に伴い

他エリア鉱石生産国での調達が集中したことにより鉱石価格が高騰し、損益を大きく抑制する要因はありまし

た。 

ニッケルのロンドン金属取引所(ＬＭＥ)における価格は、上昇材料としてインドネシアの未加工鉱石禁輸実施

及び経済リスク等に伴うニッケル鉱石供給懸念等はありましたが、海外各国の各種経済指標・金融政策等の影響

及びＬＭＥニッケル在庫最高値更新並びに慢性的なニッケル先行き供給過剰懸念等の下降材料も多く、さらには

フィリピンで未加工鉱石禁輸法案提出があり一時上昇しましたが、成立時期等不透明な要素が多いため上昇傾向

は維持できず上値は取り崩され、総じて上下動が大きい展開で推移しました。 

その中で、当社のフェロニッケル販売数量は、当期に生産設備である電気炉一基改修のため生産数量減を考慮

した販売としておりますが、在庫調整局面にあり減産基調であった前年同四半期と比べ輸出向け・国内向け共に

増加し、全体では前年同四半期比12.5％の増加となりました。 

販売価格は、フェロニッケル製品の価格形成の指標となる当社適用平均為替レートは前年同四半期比4.8％の円

安、当社適用ＬＭＥニッケル価格は前年同四半期比19.9％の上昇となり、価格高となりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は34,483百万円、前年同四半期比41.2％の増収となりまし

た。損益につきましては、営業損失は1,861百万円（前年同四半期営業損失1,831百万円）、主に持分法による投

資利益2,931百万円を計上した経常利益は1,201百万円（前年同四半期経常損失800百万円）、四半期純利益は224

百万円（前年同四半期四半期純損失2,720百万円）となりました。 
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セグメント別の業績は、次のとおりであります。  

  

①ニッケル事業 

ニッケル事業についての業績は、「(1) 経営成績の分析」に記載のとおりであります。 

その結果、当部門の売上高は33,741百万円、前年同四半期比42.8％の増収、営業損失は1,873百万円（前年同四

半期営業損失1,680百万円）となりました。 

  

②電力卸供給事業 

電力卸供給事業につきましては、一部天候不順の影響もあり需要低迷等はありましたが、一定の利益を確保し

ました。 

その結果、当部門の売上高は490百万円、前年同四半期比7.2％の減収、営業利益は57百万円、前年同四半期比

12.9％減となりました。 

  

③その他 

その他の事業部門につきましては、ガス事業等は堅調な推移となりましたが、不動産事業の不振及び廃棄物リ

サイクル事業は受注数量等が低調な推移となったため、損失となりました。 

その結果、当部門の売上高は354百万円、前年同四半期比11.1％の減収、営業損失は76百万円(前年同四半期営

業損失212百万円)となりました。 
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(2) 財政状態の分析 

①資産の部 

資産合計は、前連結会計年度末に比べ4,948百万円増加し、121,124百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、当社フェロニッケル製品において、主要製造設備である電

気炉一基改修に伴った生産量減少及び主需要先であるステンレス鋼業界の需要回復に伴う販売数量増による商品

及び製品の減少並びに当社適用平均為替レートの円安・当社適用ＬＭＥニッケル価格の上昇により販売価格高と

なったことによる現金及び預金の増加等、その他要因も含め前連結会計年度末に比べ3,184百万円の増加となりま

した。 

固定資産においては、有形固定資産における定期更新工事等の投資額が減価償却額を下回ったこと等による減

少等はありましたが、投資その他の資産において一部株価上昇による投資有価証券評価額増加等もあり、前連結

会計年度末に比べ1,764百万円の増加となりました。 

  

②負債の部 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ2,090百万円増加し、10,400百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末において、設備投資等に伴う流動負債その他に含まれる設備未払金の増加等によ

り、流動負債が前連結会計年度末に比べ374百万円の増加となりました。 

固定負債においては、有価証券評価差額に係る繰延税金負債の増加等により、前連結会計年度末に比べ1,715百

万円の増加となりました。 

  

③純資産の部  

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,858百万円増加し、110,723百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末において、投資有価証券の一部株価上昇に伴うその他有価証券評価差額金の増加

等によりその他の包括利益累計額は2,868百万円増加し、株主資本は19百万円減少及び少数株主持分は９百万円の

増加となりました。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、主な増加要因である減価償却費

3,449百万円、たな卸資産の増減額1,720百万円及び利息及び配当金の受取額3,114百万円等に、主な減少要因であ

る持分法による投資損益2,931百万円及び売上債権の増減額678百万円等を夫々加減算し4,788百万円の収入で、前

年同四半期に比べ7,749百万円の増収となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、主な増加要因である定期預金の払戻による収入4,000百万円に、主な減

少要因である定期預金の預入による支出5,000百万円等を夫々加減算し1,309百万円の支出で、前年同四半期に比

べ1,645百万円の減収となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出85百万円等を夫々加減算し131百万円の支

出で、前年同四半期に比べ794百万円の増収となりました。 

現金及び現金同等物の増減額は、前年同四半期に比べ6,917百万円の増加となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は23,220百万円となり前年同四半期末残高に比べ3,256百万円

の増加となりました。 
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。 

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。 

(a) 基本方針の内容の概要 

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価

値ひいては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者である必要があると

考えております。 

もとより当社は、株式の大量買付であっても、これらの当社の企業価値・株主共同の利益に資するものであ

れば、これを否定するものではありません。また、株式会社の支配権の移転を伴う買収提案についての判断

は、最終的には株主全体の意思に基づき行われるべきものと考えております。しかしながら、株式の大量買付

の中には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすもの、対象会社の取

締役会や株主が株式の大量買付の内容等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するため

の十分な時間や情報を提供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために

買収者との交渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありませ

ん。 

当社としては、当社の企業価値の源泉は、①フェロニッケル専業メーカーとしての独自の製錬技術、及びそ

れを支える個々の従業員の技術・ノウハウ等、②生産設備や個々の従業員の能力等に基づく高い生産性、③フ

ェロニッケルの販売先及び原料調達先等との信頼関係等にあると考えております。当社株式の大量買付を行う

者がこれらの当社の企業価値の源泉を理解し、中長期的に確保し、向上させられる者でない場合には、当社の

企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。 

そして、当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務

及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては、必要かつ

相当な対抗措置を採ることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えてお

ります。 

(b) 基本方針実現のための取り組みの内容の概要 

①基本方針の実現に資する特別な取り組み  

当社は、平成25年度から同27年度までを計画期間とする中期経営計画「ＰＡＭＣＯ－２７」を策定し、平

成25年３月28日付で公表いたしました。 

かかる新中期経営計画において、当社は、①ニッケル資源調達の長期安定化、②販売取引先との連携強化

及び販路拡大、③設備投資及び生産・操業効率の向上と安定化・環境対策、④安全衛生対策の充実及び⑤コ

ンプライアンス・内部統制の充実に取り組み、さらなる企業価値・株主共同の利益の向上を目指しておりま

す。 

かかる新中期経営計画に定められた諸施策を実行することで、経営の一層の強化、安定化を図り、高収益

性を維持・実現することを目標としております。 

利益配当金については、新中期経営計画において、当社は株主の皆様への利益還元を重要な経営課題のひ

とつとして位置づけており、企業体質の充実・強化を図りつつ、連結配当性向30％を目処に実施してまいり

ます。 

また、内部留保金につきましては、経営環境の変化に機能的に対応するとともに、資源確保、新技術の開

発、設備投資及び資本政策の一環としての自己株式取得等に活用してまいります。 

当社は、透明性の高い公正な経営を実現すべく、取締役の任期を１年とし、独立性のある社外取締役を選

任することにより経営に対する監視機能の強化を図っております。また、意思決定の迅速化による事業環境

変化への対応力強化を図るため執行役員制度を導入しております。 

監査役につきましては、社外監査役３名を含む４名により監査役会を構成し、取締役会等の重要な会議に

出席する等、取締役の職務執行の監査を行っております。さらに、内部統制委員会や取締役会直属の監査室

の設置等により内部統制の強化も図っております。 
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②基本方針に照らして不適切な者が支配を獲得することを防止するための取り組み 

当社が、平成25年４月30日付取締役会決議及び同年６月27日付第87回定時株主総会の決議に基づき更新し

た「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）」（以下「本プラン」といいます。）の概要

は、下記のとおりです。 

本プランは、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大量買付を抑止するために、当社株式に対

する大量買付が行われる際に、当社取締役会が株主の皆様に代替案を提案したり、あるいは株主の皆様がか

かる大量買付に応じるべきか否かを判断するために必要な情報や時間を確保すること、株主の皆様のために

交渉を行うこと等を可能とし、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保・向上させることを目的とし

ております。本プランは、当社株券等の20%以上を買収しようとする者が現れた際に、買収者に事前の情報提

供を求める等、上記の目的を実現するために必要な手続を定めております。 

買収者は、本プランに係る手続に従い、当社取締役会において本プランを発動しない旨が決定された場合

に、当該決定時以降に限り当社株券等の大量買付を行うことができるものとされています。 

買収者が本プランに定められた手続に従わない場合や当社株券等の大量買付が当社の企業価値ひいては株

主共同の利益を毀損するおそれがある場合等で、本プラン所定の発動要件を満たす場合には、当社は、買収

者等による権利行使は原則として認められないとの行使条件及び当社が買収者等以外の者から当社株式と引

換えに新株予約権を取得できる旨の取得条項が付された新株予約権を、その時点の当社を除く全ての株主に

対して新株予約権無償割当ての方法により割り当てます。本プランに従って新株予約権の無償割当てがなさ

れ、その行使または当社による取得に伴って買収者以外の株主の皆様に当社株式が交付された場合には、買

収者の有する当社の議決権割合は大幅に希釈化される可能性があります。 

当社は、本プランに従った新株予約権の無償割当ての実施、不実施または取得等の判断については、取締

役の恣意的判断を排するため、当社経営陣から独立した社外取締役等から構成される特別委員会を設置し、

その客観的な判断を経るものとしております。また、当社取締役会は、これに加えて、本プラン所定の場合

には、株主総会を開催し、株主の皆様の意思を確認することがあります。 

こうした手続の過程については、適宜株主の皆様に対して情報開示がなされ、その透明性を確保すること

としております。 

本プランの有効期間は、原則として、平成25年６月27日開催の第87回定時株主総会の終結後３年以内に終

了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までです。 

(c) 具体的取り組みに対する当社取締役会の判断及びその理由 

上記の中期経営計画「ＰＡＭＣＯ－２７」、コーポレート・ガバナンスの強化等の各施策は、当社の企業価

値・株主共同の利益を継続的かつ持続的に向上させるための具体的方策として策定されたものであり、まさに

当社の基本方針に沿うものです。 

また、本プランは、上記のとおり、企業価値・株主共同の利益を確保・向上させる目的をもって導入された

ものであり、基本方針に沿うものです。特に、本プランは、①株主総会において株主の承認の下に更新された

ものであること、②一定の場合には株主の皆様の意思を確認する仕組みが設けられていること、③その内容と

して対抗措置の発動に関する合理的な客観的要件が設定されていること、④独立性のある社外取締役等によっ

て構成される特別委員会が設置されており、本プランの発動に際しては必ず特別委員会の判断を経ることが必

要とされていること、⑤特別委員会は専門家を利用することができるとされていること等により、その公正

性・客観性が担保されており、企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであり、当社の会社役員の地位

の維持を目的とするものではありません。 

  

(5) 研究開発活動 

当第２四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は887百万円であります。 
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第３ 【提出会社の状況】 

  

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

  

② 【発行済株式】 

  

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

  

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 500,000,000 

計 500,000,000 
 

種類 
第２四半期会計期間末 

現在発行数(株) 
(平成26年９月30日) 

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月11日) 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 195,770,713 195,770,713 
東京証券取引所 
市場第一部 

単元株式数：1,000株 
完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であります。 

計 195,770,713 195,770,713 ― ― 
 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
(千株) 

発行済株式 
総数残高 
(千株) 

資本金増減額
(百万円) 

資本金残高 
(百万円) 

資本準備金 
増減額 
(百万円) 

資本準備金 
残高 

(百万円) 

平成26年７月１日～ 
平成26年９月30日 

─ 195,770 ─ 13,922 ─ 3,481 
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(6) 【大株主の状況】 

平成26年９月30日現在 

(注)１ 野村證券株式会社及びその共同保有者であるNOMURA INTERNATIONAL PLC、NOMURA SECURITIES INTERNATIONAL, 

Inc.、野村アセットマネジメント株式会社から平成26年４月22日付で提出された大量保有報告書（変更報告書）

により、平成26年４月15日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四

半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。 

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。 

２ エフエムアール エルエルシー（FMR LLC）から平成26年６月20日付で提出された大量保有報告書（変更報告

書）により、平成26年６月13日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第

２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。 

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。 

 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
(千株) 

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％) 

新日鐵住金ステンレス株式会社 東京都千代田区大手町二丁目６番１号 20,493 10.47 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口） 

東京都中央区晴海一丁目８番11号 17,488 8.93 

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内二丁目３番１号 15,955 8.15 

日新製鋼株式会社 
東京都千代田区丸の内三丁目４番１号 
新国際ビル 

14,952 7.64 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 

東京都港区浜松町二丁目11番３号 12,416 6.34 

BBH FOR FIDELITY PURITAN TR:FIDELITY 
SR INTRINSIC OPPORTUNITIES FUND 
（常任代理人株式会社三菱東京UFJ銀行） 

245  SUMMER  STREET  BOSTON,  MA  02210 
U.S.A. 
（東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 
 決済事業部） 

11,600 5.93 

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 
（常任代理人香港上海銀行東京支店カス
トディ業務部） 

ONE  LINCOLN  STREET,  BOSTON  MA  USA 
02111 
（東京都中央区日本橋三丁目11番１号） 

4,031 2.06 

BNPパリバ証券株式会社 
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号  
グラントウキョウノースタワー 

3,510 1.79 

大和証券株式会社 
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号 
グラントウキョウノースタワー 

2,580 1.32 

資産管理サービス信託銀行株式会社 
（証券投資信託口） 

東京都中央区晴海一丁目８番12号 
晴海アイランドトリトンスクエアオフィス
タワーＺ棟 

2,551 1.30 

計 ― 105,579 53.93 
 

氏名又は名称 住所 
保有株券等の
数(千株) 

株券等保有 
割合(％) 

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 459 0.23 

NOMURA INTERNATIONAL PLC 
1  Angel  Lane,  London  EC4R  3AB, 
United Kingdom 

1,118 0.57 

NOMURA SECURITIES INTERNATIONAL, 
Inc. 

Worldwide  Plaza  309  West  49th 
Street New York, New York 10019-
7316  

476 0.24 

野村アセットマネジメント株式会社 東京都中央区日本橋一丁目12番１号 7,782 3.98 
 

氏名又は名称 住所 
保有株券等の
数(千株) 

株券等保有 
割合(％) 

エフエムアール エルエルシー 
（FMR LLC） 

米国 02210 マサチューセッツ州ボ
ストン、サマー・ストリート245 
（245  Summer  Street,  Boston, 
Massachusetts 02210, USA) 

12,140 6.20 
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３ 三井住友信託銀行株式会社及びその共同保有者である三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社、日興

アセットマネジメント株式会社から平成26年８月21日付で提出された大量保有報告書（変更報告書）により、平

成26年８月15日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期

間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。 

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。 

  

(7) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式18,000株(議決権数18個)が含

まれております。 

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式255株が含まれております。 

  

② 【自己株式等】 

  

２ 【役員の状況】 

該当事項はありません。 

  

 

氏名又は名称 住所 
保有株券等の
数(千株) 

株券等保有 
割合(％) 

三井住友信託銀行株式会社 
東京都千代田区丸の内一丁目４番１
号 

4,752 2.43 

三井住友トラスト・アセットマネジ
メント株式会社 

東京都港区芝三丁目33番１号 387 0.20 

日興アセットマネジメント株式会社 東京都港区赤坂九丁目７番１号 4,082 2.09 
 

      平成26年９月30日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 
普通株式 

604,000 
― ― 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

194,395,000 
194,395 ― 

単元未満株式 
普通株式 

771,713 
― ― 

発行済株式総数 195,770,713 ― ― 

総株主の議決権 ― 194,395 ― 
 

    平成26年９月30日現在 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数 

(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％) 

(自己保有株式) 
大平洋金属株式会社 

東京都千代田区大手町一
丁目６番１号 

604,000 ─ 604,000 0.31 

計 ― 604,000 ─ 604,000 0.31 
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第４ 【経理の状況】 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 27,844 32,220 

    受取手形及び売掛金 7,802 8,481 

    商品及び製品 7,578 4,548 

    仕掛品 332 238 

    原材料及び貯蔵品 6,175 7,589 

    繰延税金資産 5 5 

    その他 2,514 2,354 

    貸倒引当金 △4 △4 

    流動資産合計 52,249 55,433 

  固定資産     

    有形固定資産     

      機械装置及び運搬具（純額） 22,226 19,254 

      その他（純額） 20,002 20,179 

      有形固定資産合計 42,228 39,434 

    無形固定資産     

      ソフトウエア 30 16 

      その他 6 7 

      無形固定資産合計 37 23 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 20,359 25,013 

      その他 1,330 1,244 

      貸倒引当金 △30 △25 

      投資その他の資産合計 21,658 26,232 

    固定資産合計 63,925 65,690 

  資産合計 116,175 121,124 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 1,723 1,907 

    短期借入金 170 162 

    未払費用 2,036 1,611 

    未払法人税等 70 60 

    賞与引当金 212 305 

    その他 554 1,095 

    流動負債合計 4,767 5,141 

  固定負債     

    長期借入金 77 ─ 

    退職給付に係る負債 201 474 

    再評価に係る繰延税金負債 1,540 1,540 

    繰延税金負債 1,387 2,972 

    その他 335 271 

    固定負債合計 3,542 5,258 

  負債合計 8,309 10,400 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 13,922 13,922 

    資本剰余金 3,481 3,481 

    利益剰余金 87,603 87,589 

    自己株式 △403 △408 

    株主資本合計 104,602 104,583 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,716 4,789 

    土地再評価差額金 1,341 1,341 

    為替換算調整勘定 371 113 

    退職給付に係る調整累計額 △258 △204 

    その他の包括利益累計額合計 3,171 6,039 

  少数株主持分 91 100 

  純資産合計 107,865 110,723 

負債純資産合計 116,175 121,124 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

【四半期連結損益計算書】 

【第２四半期連結累計期間】 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 24,427 34,483 

売上原価 23,402 33,660 

売上総利益 1,024 822 

販売費及び一般管理費     

  販売費 956 1,186 

  一般管理費 1,899 1,497 

  販売費及び一般管理費合計 ※1  2,855 ※1  2,683 

営業損失（△） △1,831 △1,861 

営業外収益     

  受取利息 18 14 

  受取配当金 64 65 

  不動産賃貸料 36 32 

  受取技術料 244 ─ 

  持分法による投資利益 726 2,931 

  その他 124 154 

  営業外収益合計 1,215 3,199 

営業外費用     

  支払利息 9 6 

  為替差損 67 ─ 

  設備賃貸費用 22 14 

  電力契約超過金 ─ 59 

  その他 85 56 

  営業外費用合計 184 136 

経常利益又は経常損失（△） △800 1,201 

特別利益     

  投資有価証券売却益 12 ─ 

  固定資産売却益 ─ 0 

  特別利益合計 12 0 

特別損失     

  固定資産除却損 62 661 

  ゴルフ会員権売却損 ─ 0 

  特別損失合計 62 661 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

△850 539 

法人税、住民税及び事業税 141 346 

法人税等調整額 1,724 △40 

法人税等合計 1,866 305 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） 

△2,716 233 

少数株主利益 3 9 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,720 224 
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【四半期連結包括利益計算書】 

【第２四半期連結累計期間】 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） 

△2,716 233 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △295 3,073 

  繰延ヘッジ損益 22 ─ 

  退職給付に係る調整額 ─ 62 

  持分法適用会社に対する持分相当額 585 △247 

  その他の包括利益合計 312 2,888 

四半期包括利益 △2,404 3,122 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △2,407 3,113 

  少数株主に係る四半期包括利益 3 9 
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

△850 539 

  減価償却費 3,588 3,449 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 △4 

  受取利息及び受取配当金 △82 △80 

  持分法による投資損益（△は益） △726 △2,931 

  支払利息 9 6 

  有形固定資産除却損 62 661 

  売上債権の増減額（△は増加） 504 △678 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △6,139 1,720 

  仕入債務の増減額（△は減少） 818 183 

  未払費用の増減額（△は減少） 141 △424 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △579 2 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 7 ─ 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ─ 14 

  その他 △509 △465 

  小計 △3,766 1,991 

  利息及び配当金の受取額 1,072 3,114 

  利息の支払額 △5 △2 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △261 △315 

  営業活動によるキャッシュ・フロー △2,961 4,788 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △2,743 △467 

  無形固定資産の取得による支出 △2 △0 

  定期預金の預入による支出 △3,000 △5,000 

  定期預金の払戻による収入 6,000 4,000 

  その他 81 158 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 336 △1,309 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  長期借入金の返済による支出 △92 △85 

  配当金の支払額 △783 △0 

  その他 △50 △46 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △926 △131 

現金及び現金同等物に係る換算差額 10 29 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,541 3,376 

現金及び現金同等物の期首残高 23,505 19,844 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  19,964 ※1  23,220 
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【注記事項】 

(会計方針の変更等) 

  

１．当該会計基準等の名称 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日)及び「退職給付に関する会計基準の適

用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日) 

２．当該会計方針の変更の内容 

当該会計基準第35項本文及び同適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間から適

用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付

算定式基準へ変更並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務

期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した

単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

３．当該経過措置に従った会計処理の概要等 

(1) 当該経過措置に従って会計処理を行った旨 

当該会計基準第37項に定める経過的な扱い(過去の期間の財務諸表に対しては遡及処理しない)に従っておりま

す。 

(2) 当該経過措置の概要 

当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益

剰余金に加減しております。 

４．当該会計方針の変更による影響額 

(1) 税金等調整前四半期純損益に対する影響額 

当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

(2) その他の重要な項目に対する影響額 

当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が258百万円増加し、利益剰余金が238百万円減少して

おります。 
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(四半期連結損益計算書関係) 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

  

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。 

  

 

  
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年９月30日) 

運賃諸掛 654百万円 771 百万円 

販売手数料 302百万円 414 百万円 

役員報酬 128百万円 
 

132 百万円 
 

従業員給与 149百万円 
 

133 百万円 
 

賞与引当金繰入額 35百万円 
 

36 百万円 
 

手数料 66百万円 52 百万円 

租税 29百万円 27 百万円 

研究開発費 1,198百万円 822 百万円 
 

  
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年９月30日) 

現金及び預金 23,964百万円 32,220 百万円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △4,000百万円 △9,000 百万円 

  

現金及び現金同等物 

  

19,964百万円 
 

  

23,220 百万円 
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(株主資本等関係) 

前第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの 

該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

１．配当金支払額 

該当事項はありません。 

  

  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの 

該当事項はありません。 

  

 

決議 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年４月30日 
取締役会 

普通株式 780 4.0 平成25年３月31日 平成25年６月６日 利益剰余金 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、不動産事業、ガス事業、廃棄物

リサイクル事業であります。 

２ セグメント利益又は損失の調整額△３百万円には、セグメント間取引消去14百万円、たな卸資産の調整額

△22百万円及びその他の調整額４百万円が含まれております。 

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

          (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

ニッケル 
事業 

電力卸供給
事業 

計 

売上高               

  外部顧客への売上高 23,623 528 24,152 275 24,427 ― 24,427 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

0 ― 0 123 124 △124 ― 

計 23,623 528 24,152 398 24,551 △124 24,427 

セグメント利益又は 
損失（△） 

△1,680 65 △1,615 △212 △1,827 △3 △1,831 
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、不動産事業、ガス事業、廃棄物

リサイクル事業であります。 

２ セグメント利益又は損失の調整額30百万円には、セグメント間取引消去14百万円、たな卸資産の調整額12百

万円及びその他の調整額３百万円が含まれております。 

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。 

当該変更による「電力卸供給事業」のセグメント利益並びに「ニッケル事業」及び「その他」のセグメント損失

へ与える影響は軽微であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

 

          (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

ニッケル 
事業 

電力卸供給
事業 

計 

売上高               

  外部顧客への売上高 33,740 490 34,231 251 34,483 ― 34,483 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

0 ― 0 102 103 △103 ― 

計 33,741 490 34,232 354 34,586 △103 34,483 

セグメント利益又は 
損失（△） 

△1,873 57 △1,815 △76 △1,892 30 △1,861 
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期連結累計期間については１株当たり四

半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておらず、当第２四半期連結累計期間につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 

項目 
前第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年９月30日) 

１株当たり四半期純利益金額又は 
四半期純損失金額(△) 

  △13.94円 1.15円 

(算定上の基礎)       

四半期純利益金額又は 
四半期純損失金額(△) 

(百万円) △2,720 224 

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ― 

普通株式に係る四半期純利益金額又は 
四半期純損失金額(△) 

(百万円) △2,720 224 

普通株式の期中平均株式数 (千株) 195,199 195,173 
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２ 【その他】 

第89期（平成26年４月１日から平成27年３月31日）中間配当については、平成26年10月30日開催の取締役会におい

て、これを行わない旨を決議致しました。 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

  

該当事項はありません。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
  

平成26年11月11日

大平洋金属株式会社 

取締役会  御中 

  

  

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大平洋金属株式

会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシ

ュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大平洋金属株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上 

  

  

有限責任 あずさ監査法人 
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士  西  野  聡  人 
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士    小  池  伸  城 
 

  

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 
 



【表紙】   

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成26年11月11日 

【会社名】 大平洋金属株式会社 

【英訳名】 Pacific Metals Co., Ltd.  

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  佐 々 木  朗 

【最高財務責任者の役職氏名】 ― 

【本店の所在の場所】 東京都千代田区大手町一丁目６番１号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所  

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 
 



１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】 

当社代表取締役社長佐々木朗は、当社の第89期第２四半期（自  平成26年７月１日  至  平成26年９月30日）の四

半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。 

  

２ 【特記事項】 

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 
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